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新型コロナウイルス感染症に対する対応について 

 

１ 学生が感染した場合 

本人が新型コロナウイルスに感染していると判明した場合は、登校禁止とし自宅等

で療養する。また、次に該当する場合についても同様とする。 

・発熱をしている場合 

・発熱が無くても強いだるさ、息苦しさ、嗅・味覚などに異常がある場合 

・同居人(家族)が感染者となり、本人も発熱症状が出た場合 

・検査をしなくても医師が感染者とみなす「みなし陽性」と診断された場合 

 

２ 学生が濃厚接触者となった場合 

感染者と最後に濃厚接触した日を 0日目として、5日間(6日目解除)を自宅での待

機とする。なお、同居人(家族)が感染者となった場合は、感染者が発症した日か、家

庭内の感染対策を始めた日の遅い方を 0日目として 5日間(6日目解除)を自宅での待

機とする。 

「濃厚接触者」とは 

・患者と同居あるいは長時間の接触(車内・航空機内を含む)があった者 

・手で触れることの出来る距離(目安 1ｍ)で、必要な感染対策なしで患者と 15 分以

上の接触があった者 

 

３ 学生の同居人（家族）が濃厚接触者となった場合 

同居人(家族)が濃厚接触者となった場合は、自宅内での感染対策を講じた上で登校

する。 

 

４ 登校の許可 

（１）学生が感染した場合 

療養期間を終えたことを確認された場合、登校を許可する。なお、登校する際に

は「別紙１」の提出を求め確認する。 

（２）学生が濃厚接触者となった場合 

待機期間を終え、風邪等の症状がない場合は、登校を許可する。なお、登校する

際には「別紙２」の提出を求め確認する。 

 

５．その他 

教職員・講師及び学校関係者においても、学生に準じ対応する。 

以上 
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